
株式会社アーバンエックステクノロジーズ
AI道路損傷検知サービス・市民協働投稿サービスを利用した官民協働のインフラ管理

令和６年度民間提案型官民連携モデリング事業 シーズ提案書（民間事業者）

②提案の概要

①提案によって解決する地方公共団体が抱える課題イメージ

③課題解決のイメージ・効果 その他

・無償で試験利用が可能（RM 1か月、MCR3か月）

・全国30以上の自治体で導入実績あり

・MyCityReportコンソーシアムに入会し利用いただくことで、他の自治体との情報共有が可能

https://www.mycityreport.jp/

AIや市民の力を活用した維持管理業務の効率化や災害前後のインフラ状況把握

インフラの維持管理・修繕等 / 災害対策・復旧を見据えたインフラ整備・維持管理 / 無電柱化 / スモールコンセッション / グリーンチャレンジ / その他（ ）

【分野】 道路 / 橋梁 / 公園 / 上下水道 / 河川 / 港湾 / 遊休施設 / その他（ ）

【手法】 コンセッション / その他のPFI / 包括的民間委託 / その他（包括的・広域的インフラ管理 ）

様式１

人員不足により、管轄する道路や
公園などの損傷に関する管理を
職員のみで対応できない

電話や窓口での市民通報は、現場
の様子や場所が伝わりづらく時間
を要する

補修箇所の指示に時間が

かかっている

巡回職員によって、損傷判断に

差が出る

「RoadManager損傷検知」（以下RM）や「 My City Report for citizens」（以下MCR）活用によるインフラ維持管理効率化

■現地確認作業効率化 ■簡易補修指示効率化

住民通報 現場確認 補修 報告書

住民通報

（電話等）

RM管理画面

確認
補修

MCRアプリ

投稿

画像で

確認・判断
補修

現地へ行かずに補修判断

住民通報

（電話等）
現場確認 補修

・住民通報を受ける前に補修対応
（予防保全型メンテナンス）
・周辺複数箇所の効率的、計画的補修

RMを活用した

パトロール

システム内で

指示書作成
補修

システム内

報告・管理

・人員や時間を割くことなく低コストで道路損傷を発見、補修の判断ができ、事故や市民から
のクレームを未然に防ぐ
・現地確認の時間を削減し、その分を丁寧な市民対応に時間をかけられる
・災害前後の状況を効率よく把握し査定資料等にも活用
・損傷確認を目視からAIによる画像解析に置き換えることで点検指標を統一化（RM）
・位置情報や写真とテキストによる投稿で窓口・電話対応時間を削減（MCR）

会社名（団体名）：株式会社アーバンエックス
テクノロジーズ 担当部署：営業ユニット

担当者：松本百合子
連絡先（電話番号）： 080-1619-5594

メールアドレス： ： support-roadmanager@urbanx-tech.com


	スライド 1: 株式会社アーバンエックステクノロジーズ AI道路損傷検知サービス・市民協働投稿サービスを利用した官民協働のインフラ管理

